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母子健康情報サービス 主な機能 8

予防接種スケジュール

前回接種日に基づいて、次回の
接種目安日をご提案します。
また、接種予定日を入力すれば
プッシュ通知が届きます。

⇒ 接種忘れの防止に！

お役立ちメッセージ

妊娠週数や月齢に合わせて、
メッセージが表示されます。

⇒ 市町村からの確かな情報！

健診結果の連携

法定の乳幼児健診結果や予防接種

記録など、市が所有するデータを
ご本人に返すことができます。

⇒ 公式データを確認できる！



ユーザー登録

病院（産婦人科）

TOPIC
(大臣認定を受けた民間事業者)

① 妊娠届が交付されます ② 妊娠届を提出します

③ 母子健康手帳（紙）が
交付されます

④ 同時に、本サービスを案内

⑦ 証明書認証（J-LIS）

⑧ 利用者ID発行
⑨ アカウント発行完了

市担当課
(データ連携)

申込者情報の
送付

返送

市の固有番
号を紐付け

健診情報を
抽出

利用者IDに
紐付け

母子健康手帳 交付窓口

利用登録時にマイナンバーカードの公的個人認証を活用

⑥ 署名用電子証明書パスワードを入力

母子健康情報サービス 利用の流れ

※市窓口に設置するPC上で登録可能です※

⑤ ＰＣにＩＣカードリーダを
セット、 マイナンバーカー
ドを挿入し、専用サイトへ
アクセス

※完了画面上に、スマートフォン用の
本人専用の二次元バーコードを表示します

⑩ 二次元バーコード読取、
サービス開始
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高齢者などの移動困難者を対象として、タクシー運賃の一部を補助する制度

（前橋市独自の制度）

①７５歳以上
②６５歳以上で運転免許証を持っていない
③身障者、要介護認定者、難病患者、妊産婦
④運転免許証自主返納者

①登録者が単独でタクシーに乗車した場合
⇒運賃の半額（上限１０００円）

②登録者が複数でタクシーに乗車した場合
⇒１人１乗車につき５００円

補助額対象（移動困難者）

登録者１人につき
・１日２回
・年間１２０回

まで

利用条件

マイタクとは

使い方（現行の利用方法）

「利用登録証」
と

「利用券」
を用意

タクシー会社
迎車依頼

乗車時に
「利用登録証」

を提示

降車時に
「利用券」
を渡し、

差額運賃を
支払い
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マイタクサーバ

ＴＯＰＩＣ
共通プラットフォーム

（署名検証者）

公的個人認証システム
市役所

資格確認
ﾁｹｯﾄ減算

運行ﾃﾞｰﾀ

登録者ﾃﾞｰﾀ

申込み
失効確認

申込み情報の登録

申込み情報の登録運行ﾃﾞｰﾀ確認

登録窓口でマイナンバーカードを
かざして登録完了(JPKI利用)

マイナンバーカードを端末にかざし登録資格確認。
乗降日時、GPS情報を端末に保存

端末に保存した運行データを
自動でサーバに保存

マイタク（マイナンバーカード） 利用の流れ 11



マイタク利用時は、空き領域内に書き込ま

れているカードAPを利用することで、オフ

ラインでも活用できると共に、ランニングコ

ストの削減を実現。

マイタクの利用申請時に、ＩＣチップ内の

署名用電子証明書を用いて、正確な本

人確認を行い、登録を行う。

空き領域JPKI
ＪＰＫＩ

ICチップ

空き領域（カードAP)

公的個人認証サービス（JPKI）と空き領域（カードAP）のハイブリッドモデル

マイナンバーカードに元々搭載

されている公的個人認証

利用者登録時に活用

マイナンバーカードのICチップ部分に

空き領域があり、この部分は条例で

使い方を定めれば様々に使うことが

できる。（平成29年9月に条例改正）

平時の運用時に活用

マイナンバーカードの活用方法

マイナンバーカードを、利用券（本人確認）や回数券（減算処理）として活用
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出典：ジチタイワークス（2019年12月発刊）
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令和２年度前橋版ＭａａＳ実証実験概要 14

【中心部：路線バスデジタルフリーパス】

●中⼼部を運⾏するバス、マイバスの
乗り放題チケット

●商業店舗等の特典付き

【郊外部：ＡＩ配車タクシー（デマンド）】

●デマンド交通の⾼度化
<ドアツードア型配⾞>
●公共交通不便地域の解消
<芳賀・富⼠⾒地区の⼀体化>

【生活×観光ＭａａＳ】

●ＪＲ東⽇本の観光型
ＭａａＳと連携

●地元⽣活者向けの
交通サービスと併せ
ＭａａＳ環境の検証

【郊外部：ＭＮＣ×交通系ＩＣカード】

●MNCと交通系ICカード
（Suica、Pasmo等）連
携による運賃割引を実施
<対象エリア>
・芳賀、富⼠⾒
（AI配⾞タクシー）
・富⼠⾒
（るんるんバス）
・⼤胡、宮城、粕川
（ふるさとバス）

MaeMaaS【実証実験期間】Ｒ2.12.21〜Ｒ3.3.12
前橋市新モビリティサービス推進協議会
・前橋市・JR東⽇本⾼崎⽀社・NTTドコモ群⾺⽀店・TOPIC・群⾺⼤学
・NTTデータ・未来シェア・群⾺県バス協会・前橋地区タクシー協議会・上⽑電鉄

【5G×自動運転バス×ＭＮＣ×顔認証】
●ＭＮＣと顔認証登録で
⼿ぶらで乗⾞

●５Ｇを活⽤した⾃動運転
バスの検証

<Ｒ3年2⽉15⽇〜28⽇>



マイナンバーカード１枚でできること“前橋モデル” 15

母子健康情報から始まるＰＨＲ

災害対策

救急時利用

健康保険証・診察券のワンカード化

バイタル情報・お薬情報 多目的利用・交付支援

公共交通利用支援（マイタク）

病院・診療所の画像連携

●乳幼児健診や予防接種のデータ連携
●自治体情報配信
●お母さんのお楽しみ機能
●情報共有機能

●タクシー車内のタブレットにマイナンバー
カードをタッチするだけで運賃割適用

●運行データを分析し交通政策に活用
●外出の目的である“通院”“買い物”の支援
●ＡＩ，自動運転との

連携

●マイナンバーカードで診察受付
●将来的にはオンラインで保険資格の確認

●患者はマイナンバーカードの本人認証を
用い医療機関間で情報共有

●ＣＴやＭＲＩ、検査結果などを画像として
情報連携

●日々のバイタル情報をマイナンバーカード
に紐づけて保存、閲覧

●電子お薬情報もマイナンバーカード連携で
情報紐づけ

●本人が意識をなくしてしまっていても、
救急時に必要な情報を救急隊に提供
（既往歴、連絡先、アレルギー等）

●救急隊は搬送先に情報を事前送付
●５Ｇとの連携でさらに高度化

●避難所にてマイナンバーカードでチェック
イン、避難者リストを瞬時に作成

●避難確認を家族にて共有
●災害に強い前橋市は５Ｇを用いさらに避難

者受け入れの高度化を

●郵便局でのマイナンバーカードの交付支援
●マイキープラットフォームと連携した前橋
ポイントの活用

●マイナポ、マイナポＡＰＩの活用

凡例：■既にサービス提供しているもの ■実証実験を実施したもの ■未着手のもの



マイナンバーカード総合支援窓口の設置

○市役所１階に総合支援窓口を設置し、以下の手続きをサポート
①マイナンバーカードの交付申請（写真撮影を含む）
②マイタクのマイナンバーカード利用登録
③マイナポイントの予約（決済事業者登録を含む）
④マイナンバーカードの保険証利用登録
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CONCEPT スーパーシティ × スローシティ 18

“スーパーシティ”
（デジタル最新技術や規制緩和による

新しい仕組み）

“ない”生活
待たない、行かない、無駄がない

ゆとりを生むサービス

“つながる”生活
自然、文化、人とつながる
ゆとりを活かすサービス

“スローシティ”
（日々の暮らしに
ゆとりが生まれ、

自分らしく生き生き
と楽しむ生活）

前橋市スーパーシティ構想では、市⺠の皆さんの⽇常の困りごとや
今までの社会の制約を、最新技術や新しい仕組みで解決、開放して、
時間と⼼のゆとりを⽣み、そのゆとりで豊かな⾃然や歴史に触れ、
⾷やアートや⽂化を楽しみ、それぞれの学びの可能性を広げて、多
様な⼈々がつながり、それぞれが⽣き⽣きと楽しむ⽣活（スローシ
ティ）の実現を⽬指します。



取組イメージ 19

マイナンバーカード×スマホ×顔認証による“まえばしID”を構築
市⺠が⼿ぶらで様々な⾏政サービスや⺠間サービスを享受

交通

行政

教育 医療

・⾃動運転を含む
MaaSを中⼼とした
シームレスな交通体系
・医療との連携により⼈
のいのちを守る

・バーチャル市役所の設
⽴により市⺠や事業者
の来庁０実現
・⾮対⾯でつながること
ができる相談窓⼝の設
置

・リアル・バーチャル双⽅
を活⽤した学習環境「め
ぶき場（仮称）」創設
・学習コンテンツ・成果の
デジタル化推進⽀援

・PHR/EHR実現により
真にパーソナライズされ
た各種健康サービス
・AI/ゲノム分析等の活
⽤により検診⾒落とし０、
⾼度な医療を実現

環境エネルギー

・⾼齢者や⼀⼈暮らし
でも不安のない⽣活反
応分析等による⾒守り
・最適な森化によりまち
と⾃然がつながる都⼼
⽣活環境



スーパーシティ連携事業者募集要項 より 20

まえばしＩＤ（仮称）

前橋市では、“マイナンバーカード×スマートフォン×顔認証”を併⽤し、安全・安⼼な前橋市
独⾃のデジタルＩＤ（まえばしＩＤ）を創ります。

これは、病院であれば医療情報、⾦融機関であれば⼝座情報といったように、⺠間や⾏政が分
野ごとに管理している複数のデータを連携して、活⽤できるようにするための仕組みです。各
データは領域ごとに分散して管理され、必要なときに個⼈の合意がない限りは活⽤することがで
きません。

また、まえばしＩＤには、安全・安⼼で便利な仕組みを担保するための３つの特徴があります。
1.都度暗号化する２種類のデジタル鍵による暗号化技術を⽤いたデータ保護に関する

セキュリティの⾼さです。
2.顔認証やスマートフォンによる⾮接触認証を通じた本⼈認証の利便性の⾼さです。
3.マイナンバー法や電⼦署名法といった既存の法律に裏打ちされた仕組みであるため、

法的な説明責任を果たせ、利活⽤の幅が広いことです。

スーパーシティにおいては、このまえばしＩＤによって本⼈確認が必要な⾏政サービス・⺠間
サービスの双⽅の利便性向上やキャッシュレスによる顔認証での決済などの活⽤が想定されます。



まえばしIDの概要 21

顔マイナンバー
カード スマートフォン

相互連携認証

まえばしIDは、前橋市スーパーシティの構想の中核基盤となるものです。
“マイナンバーカード×スマートフォン×顔認証”を併⽤し、安全・安⼼な前橋市独⾃のデジ
タルID（まえばしID）を作ります。

まえばしIDは、近年露呈しているデジタルデバイドの課題や市⺠が持つ⾏政サービスへの不
信感に適切に対応し、前橋市が⽬指すスローシティを具現化するため、この3つの要素のよ
うな、市⺠みんなが使える仕組み・技術を活⽤します。



まえばしIDで活⽤する3つの要素の内、マイナンバーカード、顔認証については、国内にお
いて数多くの利⽤実績や、必要とされるレベルのセキュリティが認められており、活⽤する
ことについての、社会的受容性は⼗分だと⾔えます。

スマートフォンを⽤いた認証についても、確⽴したセキュリティ・技術である電⼦証明書・
電⼦署名を活⽤するとともに、電⼦署名法やFIPS等の認定を取得した技術・デバイス等を利
⽤し、市⺠が安全・安⼼して利⽤できる仕組みとしています。

顔マイナンバー
カード スマートフォン

相互連携認証

まえばしIDの概要（つづき） 22

iPhone（及びiPad）

Androidスマホ（及びタブレット）

Secure Element
 端末標準搭載のHSM

（Hardware Security
Module）

 FIPS 140-2 セキュリティ
レベル 2

スマホ認証で利⽤する
秘密鍵と公開鍵の⽣成と保管

サブSIM
 SIMカードの上に貼りつけ

るシール状のHSM
 FIPS 140-2 セキュリティ

レベル3

HSM：暗号鍵の⽣成と管理を⽬的とした専⽤の暗号
ハードウェアモジュール。
FIPS 140-2：アメリカ国⽴標準技術研究所（NIST）
の⽶国連邦標準規格であり、HSMが規格を準拠して
いれば、NISTより認定が付与される。

スマホ認証で利⽤する
電⼦証明書の電⼦署名法の認定

電⼦署名法に基づく認定を取
得した認証局で電⼦証明書を
発⾏し、スマホに格納する



まえばしIDの基本コンセプト 23

技術が⼈に寄り添うことで⽣活しやすい街づくり

基本コンセプト

市⺠みんなが使えるID 市⺠が安⼼して使える技術

 マイナンバーカード

 スマホ

 顔

まえばしIDは
殆どの市⺠が持つ
（持つことができる）
要素で構成される

市⺠みんながIDを持つことができ、
デジタルデバイドの解消に寄与する

市⺠の技術に対する不信感を払拭する
と共に、継続的に利⽤してもらえる

 安全性・信頼性が確⽴した技術、普及した
技術の組み合わせにより、市⺠が安全・安
⼼して利⽤することができる。

まえばしIDの基本コンセプトは、「技術が⼈に寄り添うことで⽣活しやすい街づくり」であ
り、そのコンセプトは、「市⺠みんなが使えるID」、「市⺠が安⼼して使える技術」によっ
て⽀えられます。



まえばしIDの設計思想 24

まえばしIDは、前述の基本コンセプトをもとに、3つの設計思想を持ち、①市⺠への説明責
任、②IDの役割の定義、③法的裏付けについて以下のように考えています。

技術が⼈に寄り添うことで⽣活しやすい街づくり

基本コンセプト

設計思想

法的裏付け

より広い
IDの役割の定義

安⼼して使える技術
で市⺠への説明責任

を果たす

3

21

 まえばしIDの役割は「サービスを利⽤時の認証（ロ
グイン等）」のみならず、サービス利⽤に基づく
「個⼈情報管理の許諾」の役割も持つ。

 サービス利⽤時の認証には、電⼦証明書認証及び顔
認証を活⽤する。

 サービス利⽤に基づく「個⼈情報管理の許諾」 は、
電⼦署名により⾏われる。

 電⼦署名法に基づく電⼦証明書をより多くの法令等に規
定し、本⼈確認の効⼒を持たせることで、IDの役割で
あるサービス利⽤時の認証及び個⼈情報管理の許諾を、
より多くのサービスで法的効⼒をもって実施することが
できる。

 マイナンバーカードの公的個⼈認
証法に基づく、電⼦署名技術

 スマホに搭載する電⼦署名法に基
づく認定を取得した電⼦署名技術

 ⼊国時税関検査等での多くの実績
のある顔認証技術



サービスに応じた適切な認証方法 25

まえばしIDは、市⺠が利⽤するサービスに応じ、市⺠が使いやすく、かつ、安全・安⼼に利
⽤できる適切な認証⽅法を設定することが可能となります。

顔認証＋マイナンバーカード認証
 病院・診察所・薬局等での受付
 マイナンバーカードでの講演等の電⼦チ

ケットの購⼊。講演等の⼊場時は顔認証
で⼊場

・・・等

顔認証
 商店街等での10万円以下の店舗決済・

オンライン決済
 教育機関での出席確認
 通学路等に設置したカメラでの⾒守り

・・・等

サービスと認証⽅法例

スマホ認証（電⼦署名）
 10万円以上50万円以下の店舗決済・

オンライン決済
 スマートコントラクト
 社員証・会員証
 eコマースサイトへのログイン

・・・等

マイナンバーカード認証
 対⾯での⾏政⼿続き時の認証
 ⾏政⼿続のオンライン申請
 災害時の避難所等での⾝元確認

・・・等

顔認証＋スマホ認証
 50万円以上の店舗決済・オンライン決済
 本⼈確認サービス等での活⽤（主にイン

ターネットを使って様々なサービスを提
供している会社向け）

・・・等

マイナンバー
カード認証

顔認証

スマホ認証
（電⼦署名）



今後の検討課題 26

今後、スマートフォンへマイナンバーカード機能が搭載されることが想定
されます。

まえばしIDについても、必要に応じて、まえばしID発⾏に係る⼿続き時や
サービス利⽤時等に、スマートフォンに搭載されたマイナンバーカード機能
を活⽤することを検討していきます。



１．前橋市の紹介

２．マイナンバーカードの利活用

３．本市のスーパーシティ構想と
まえばしＩＤの概要

４．公的個人認証サービスを活用した
デジタルＩＤの利活用における課題

目次 27
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① まえばしIDとマイナンバーカードの紐づけを⾏う
まえばしIDでは、サービス利⽤に基づく「個⼈情報管理の許諾」 を電⼦署名で⾏うために、

まえばしIDとマイナンバーカードの紐づけを⾏う構想です。具体的には、マイナンバーカー
ドに搭載される2つの電⼦証明書に記載されるシリアル番号を取得し、当該シリアル番号とま
えばしIDの紐づけを⾏うことを想定しております。（または、まえばしIDとマイナンバーの
紐づけでも、同様の管理を⾏うことが想定できます。）

【規制緩和が求められる法律】
・電⼦署名等に係る地⽅公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律
「公的個⼈認証法」
（または、⾏政⼿続における特定の個⼈を識別するための番号の利⽤等に関する法律
「マイナンバー法」）

② 電⼦署名法に基づく認証業務に係る電⼦署名の本⼈確認効⼒の横展開
電⼦署名及び認証業務に関する法律「電⼦署名法」に基づく認証業務に係る電⼦署名は、

犯罪による収益の移転防⽌に関する法律における特定取引時の本⼈確認や、携帯⾳声通信事
業者による契約者等の本⼈確認等及び携帯⾳声通信役務の不正な利⽤の防⽌に関する法律の
契約時の本⼈確認等に利⽤することができます。

上記の例のように、電⼦署名法に基づく電⼦署名の効⼒が公的個⼈認証法に基づく電⼦署
名と同等に位置づけられるよう、法令の整備をお願いします。



利用拡大に向けて 29

〜誰⼀⼈取り残さない、⼈に優しいデジタル化〜実現の社会基盤（デジタルID）整備

① 署名⽤電⼦証明書が発⾏されない市⺠への対応
15歳未満や成年被後⾒⼈が対象となる、サービス内容と認証⽅法の整合を図った上での、

デジタルID発⾏の在り⽅の整理。

② デジタルデバイドを⽣まないためのサービスへのアクセシビリティ確保
⼼⾝・経済・時間・空間的制約に左右されないサービス提供を⽀える、デジタルIDの利⽤

環境の整備⽅針。

③ プライバシーリスクの軽減や代理⼈・DV等の⽀援対象者への対応
安全・安⼼なサービス提供を⽀える、デジタルIDの基本的機能の標準化。

④ エンドツーエンド・シームレスなデータ連携の実現
法⼈と代表者の紐付けや、電⼦私書箱の運⽤等に対する、制度・財政的な⽀援。




